





















































































































































































































































ム， 2. 1週間のノーマルなリズム， 3. 1年間のノーマルなリズム， 4. 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































合経済 (mixedeconomy of welfare) J.あるいは「ウェルフェア・トライ
アングル (welfaretriangle) Jなどとも呼ばれる「最適福祉ミックス (opti-






























































































































































































































































































































































































































( 5 ) この点に関しては，例えば，陣岡淑子『豊かさとは何か(岩波新書)j岩
波書庖， 1989年，を参照されたL、。



























ける若干の文献を中心としてーjr論集J(四国学院大学)48，1981年， p 143. 
(11) 中国・前掲論文， p. 149-150. 
(12) W.ヴォルフェンスペルガー，中国康夫・清水貞夫編訳『ノーマりゼー
















(16) 正村公宏 f福祉社会を築くために(岩波ブックレット No.244)J岩波書
庖， 1992年.pp.7-8. 





























































? ???•• ， ?
氏の所説についても併せて参照されたい。
(25) 正村・前掲『福祉社会を築くために.Lpp.8-9. 

















(28) 西部 遜「戦後45年一日本も見直しの時期が来た! 日本国憲法・改正


































































































































































































































































































































































(46) 赤坂憲雄『排除の現象学j洋泉社， 1986年， p.206. 


























的系譜ー『国民優生法j制定に関する批判思想の検討から-J， p. 100-101. 
f社会福祉学J(日本社会福祉学会)第32-2号:通巻45号， 1991年，所収)
であると。
(50) 岡津窓芙「講演:豊かな福祉社会を築くために一〈経済大国の論理〉から
〈生活大国の論理〉へーJ，p.15. r社会福祉研究j第5号，鉄道弘済会社会
福祉部， 1992年，所収。なお，鉄道弘済会社会福祉部の編集室により， i本
稿は，財団法人鉄道弘済会主催のf第29回社会福祉セミナーJ(1992年7月
17日〉における講演の要旨である」との注が，末尾に付記されている。
(51) 木下・前掲『福祉社会スウェーデンと老人ケア一真の豊かさへの遠近法
-J， p.241. 
* 本稿は，宮城県医療社会事業協会の定例研究会(1992年10月2日，於:
仙台市青年文化センター)，東北学院大学社会福祉研究所公開講座「福祉社会
セミナー」のプログラムの一つであったシンポジウム「私たちの『福祉のま
ちづくりjを考える IIJ(1992年1月7日)，そして東北学院大学社会福祉
研究所の研究会(1992年1月19日)における，それぞれ別々の， しかし本
稿のテーマと密接な関連をもった三つの討論のための報告と，それぞれの報
告をめぐる議論を基にしている。
特に，宮城県医療社会事業協会定例研究会については，直接に報告をする
機会を与えられただけでなく， rノーマライゼーション」について，わたくし
の報告をめぐって長い時間におよぶ議論にもかかわらず温かし、雰囲気の中
での熱心な討論の場を提供されるという貴重な機会を与えて頂いた宮城県
医療社会事業協会会長(仙台市立病院医療福祉相談室主任〉高橋達男氏，仙
台市立病院医療福祉相談室ソーシャルワーカ一大坂純氏の両氏に，お礼を申
し上け.たL、。
そして，それぞれの研究会やシンポジウムで，いずれも長時間にわたる議
論にもかかわらず，またその他の機会においても，本稿をより良きものとす
わが国における「ノーマライゼーション」をめぐる議論に関する一考察 113 
るための一助となった，意見や異見，疑問等，有益な助言や示唆を与えて頂
いた方々に，お一人おひとり名前をあげないが，感謝したい。
